
左の記事を読んで下の問いに答えましょう。

日本国憲法第九条には「日本国民は、正義と秩序を基調とする国際平和を誠実に希
求し、国権の発動たる戦争と、武力による威嚇又は武力の行使は、国際紛争を解決す
る手段としては、永久にこれを放棄する」とありますが、現在、自民、公明両党は戦
闘機の輸出を始めようとしています。
そのことについて、社説ではどのような考えを述べていますか。次の文の空欄を本

文中の言葉（すべて漢字）を抜き出して埋めながら、まとめましょう。(同じ言葉を
使ってもよい)

日本は日本国憲法の(①２文字)主義に基づき、武器の輸出をしてこなかっ
た。しかし、今回自民党・公明党が輸出を認める戦闘機は(②４文字)その
ものである。これは安全保障政策の大転換であるから、国民的合意が必要
である。(③２文字)で徹底的に議論すべき問題だ。岸田首相は輸出には
「二重の閣議決定」で歯止めを行うと言うが、輸出手続きに(④２文字)が
関与する機会がない。これまでも自民党と公明党は、国民の賛否が分かれ
る安全保障政策を、与党協議と閣議決定で推し進めてきた。
日本が「平和国家」として築いてきた(⑤５文字)を失わないよう、国民

的議論を尽くさなければならない。

ＮＩＥワークシート中～高校
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◆ワークシート「戦闘機輸出を閣議で決めるな(社会 
SDGs16)」
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 ①  平和 ② 殺傷兵器 ③  国会

 ④  国会      ⑤ 国際的信頼 
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